














































【結果と考察】　第 国家試験では合格率が ％であり、全国平均の ％を大きく上回ることが出来、短

































　訪問看護実習を経験した学生 名中、家庭訪問マナーで困ったことや悩んだことを記述した学生は 名（ ％）
であった。記述内容を意味の類似性に着目した結果、【個別な状況での好意の受け方の戸惑い】〈好意を受けて
いいかという戸惑い〉〈好意をどこまで受けていいかという戸惑い〉〈好意をどう断ったらいいかという戸惑い〉
【学習者としての主体性を表現する戸惑い】〈訪問看護の流れの中での自己紹介のタイミングの難しさ〉〈準備
しているものを使用するタイミングを逃すことへの申し訳なさ〉〈ステーション内での学習者としての態度へ
の戸惑い〉【マナーの原則を応用する戸惑い】〈個別な状況にマナーを応用するという戸惑い〉【療養者に配慮
した援助参加の戸惑い】〈どのように援助を見学するかという戸惑い〉〈コストを考えた援助への参加という戸
惑い〉〈緊張により家庭訪問マナーまで意識が届かないという戸惑い〉という４つのカテゴリーと のサブカ
テゴリーが得られた。
５．考察
　自宅という個別な生活環境で、訪問できる回数も限られた中で、学生がその場に合った家庭訪問マナーを瞬
時に判断し実践することは難しい。結果から得られた【個別な状況での好意の受け方の戸惑い】や【マナーの
原則を応用する戸惑い】のカテゴリーについては、個別な生活環境や各療養者と訪問看護師が築いてきた個別
な家庭訪問マナーがあり、そのマナーと原則との差異に、学生が戸惑いを感じたといえる。また、【学習者と
しての主体性を表現する戸惑い】や【療養者に配慮した援助参加の戸惑い】については、訪問看護師の邪魔に
なっていないか、療養者や家族に対して配慮した行動を取れているかという学生の存在自体の影響に戸惑いを
感じたといえる。これらのことから、家庭訪問マナーの知識や技術の教授とともに、家庭訪問マナーの原則を
応用した演習や学生自身の行動の振り返りができる演習が必要といえる。そのため、今後、学生が記述した場
面の状況や考えを調査するとともに学生の指導者として同行する訪問看護師のマナーに関する考えや対応を調
査することで、学生が経験した場面を再構成し、臨場感あるシナリオ等を検討していきたい。
家庭訪問マナーの演習効果を高める教材の工夫
～学生の訪問看護ステーションでの実習体験の再構成に基づく教材化～
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（目的）子どもは入院しても教育を受ける権利を有しているが、教育を受けるには特別支援学校（院内学級・
訪問学級含む）への転籍が必要となる。転籍について子ども・母親の体験や思いを明らかにし、支援の在り方
を考察する。
（方法）小児がんの子どもの転籍を体験した母親５名より半構成面接を行い、内容分析を行った。
（倫理的配慮）研究者の所属大学における倫理委員会の承認を得た。研究協力者のプライバシーの保護に留意
し、得られた情報は目的のみに使用することを説明し研究協力者の同意を得た。
（結果）小児がんの子どもを持つ母親たちは入院当初、特別支援学校に転籍することに関した【あきらめ】や
【疎外感】を感じ、中には【特別支援学校に対する偏見】もあった。しかし母親たちは、子どものために学習
の機会を確保したり、生活を整えたりすることを優先しやむなく転籍を受け入れていた。また母親たちは、何
とか【前籍校とのつながり】を絶やさず、スムーズに復学できるように奔走していた。その状況の下、子ども
たちは前籍校か特別支援学校のどちらかの在籍を選択しなければならなかった。このような【制度の壁】に阻
まれ、小学校１年生の児童においては「入学式」という【成長の通過儀礼】を体験できなかったり、退院時か
ら復学し学校へ通えるようになるまでの在籍の所在によって、教育を受けられない状況に至ったりするなど【教
育の空白】を体験し、教育を受ける権利が十分に守られていない状況に置かれていると感じていた。一方で特
別支援学校や前籍校野先生たちの個人的な計らいと、母親たちの自助努力がうまくかみ合い何とか困難を乗り
切っている場合もあった。しかし、すべての子どもたちが等しく支援が受けられたわけではなかった。重ねて
復学に際しても、子どもたちは学習の遅れ、友達やその保護者からの偏見や噂などの【発達的ストレス】を抱
えていた。
（考察）転籍の制度が小児がん子どもたちへの支援を阻み、教育の空白をもたらしていた。前籍校や特別支援
学校の先生の個人的な支援や母親たちの自助努力で、何とか乗り切ってはいるが、すべての小児がんの子ども
たちへの教育の公平性は保障されていなかった。入院し苦しい療養生活を送る、小児がんの子どもや母親にとっ
て身近な存在である看護師は、復学に際して、病院から学校への連携の橋渡しや、子ども自身が主体的に学習
できる力を引き出せるようにエンパワーメントする役割を果たしていかねばならないと考える。
小児がんの子どもの転籍に関わる人の体験や思いの調査
―転籍に関わった子ども・母親の体験から―
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